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最上祭り
最上祭りを写真で振り返ります

地域食堂
３地区で行われた地域食堂

今月号の表紙
９月６日から７日の２日間、向町商店街周辺で、第５２回最上祭りが開催されました。
写真は子ども達が神輿を担ぎ練り歩く姿。P.2 ～３では祭りの内容をご紹介しています。



　
９
月
６
日
か
ら
７
日
に
か
け

て
、「
第
52
回
最
上
祭
り
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
最
上
祭
り
は
、

町
の
伝
統
文
化
と
し
て
次
世
代
へ

と
受
け
継
が
れ
て
き
た
、
歴
史
あ

る
町
の
行
事
で
す
。

　
祭
り
は
向
町
地
区
を
舞
台
に
、

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
掛
け
声
と

と
も
に
神
輿
の
練
り
歩
き
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ス
テ
ー

ジ
シ
ョ
ー
等
を
は
さ
み
、
夜
に
は

恒
例
の
花
火
大
会
が
行
わ
れ
、
色

と
り
ど
り
の
花
火
が
町
の
夜
空
を

鮮
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。
夏
の
終

わ
り
を
告
げ
る
よ
う
な
花
火
の
音

と
光
は
、
訪
れ
た
人
々
の
心
に
深

く
刻
ま
れ
る
、
感
動
的
な
ひ
と
と

き
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
も
が
み
元
気
ス

テ
ー
ジ
に
て
幼
児
か
ら
中
学
生
ま

で
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
多
彩
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、

観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

コ
ー
ラ
ス
隊
「
絆
」
の
合
唱
や
、

最
上
町
音
頭
保
存
会
に
よ
る
舞
踊

な
ど
、
地
域
の
伝
統
芸
能
も
披
露

さ
れ
、
町
の
文
化
に
触
れ
る
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
祭
り
は
地
元
の
方
々
に
と
っ
て

地
域
の
絆
を
深
め
る
大
切
な
場
で

あ
り
、
町
内
外
か
ら
訪
れ
た
方
々

に
と
っ
て
も
、
最
上
町
の
魅
力
を

体
感
で
き
る
充
実
し
た
２
日
間
と

な
り
ま
し
た
。

町の活気と温かさを感じる２日間

夏
の
風
物
詩
、

そ
し
て
夏
の

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

最上祭り
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最上町の新鮮な野菜を板橋区の子ども食堂にお届け

　
関
東
圏
も
が
み
友
の
会
（
※
）
の
皆
様

よ
り
、
最
上
町
の
美
味
し
い
野
菜
を
東
京

都
板
橋
区
の
子
ど
も
食
堂
に
届
け
て
欲
し

い
と
い
う
依
頼
を
受
け
、
今
年
は
前
森
地

区
の
「
高
原
の
茶
屋
」
の
皆
さ
ん
に
野
菜

の
提
供
に
つ
い
て
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
回
も
、
同
会
の
義
援
金
を
活
用
し
、

子
ど
も
食
堂
９
か
所
に
延
べ
２
４
回
に
渡

り
、
採
れ
た
て
夏
野
菜
の
詰
め
合
わ
せ
を

お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

約
20
年
前
に
前
森
地
区
で
発
足
し
た

「
高
原
の
茶
屋
」
は
、
現
在
５
名
の
会
員

が
共
同
で
楽
し
く
農
業
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。
四
季
折
々
の
採
れ
た
て
野
菜
は
、

町
内
の
産
直
の
ほ
か
、
東
京
都
内
で
地
方

自
治
体
の
特
産
品
を
取
り
扱
う
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

最
上
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し

て
も
大
変
喜
ば
れ
て
お
り
、
採
れ
た
て
野

菜
の
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

　
板
橋
区
の
子
ど
も
食
堂
か
ら
は
、「
新

鮮
で
お
い
し
い
野
菜
を
沢
山
届
け
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」「
カ

ラ
フ
ル
で
綺
麗
な
お
野
菜
で
、
子
供
達
も

喜
ん
で
沢
山
食
べ
て
く
れ
ま
し
た
。」
な

ど
、
感
謝
の
声
が
沢
山
届
い
て
い
ま
す
。

　
高
原
の
茶
屋
の
皆
さ
ん
は
「
今
年
は
異

常
気
象
で
大
変
な
時
も
あ
っ
た
が
、
子
ど

も
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
え
て
嬉
し
か
っ

た
。」
と
話
さ
れ
て
お
り
、
食
を
通
じ
た

交
流
が
深
ま
り
ま
し
た
。
調
整
や
発
送
作

業
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
も
が
み
」
と
「
も
が
み
ま

ち
物
産
協
会
」
の
皆
様
、
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　高原の茶屋の皆さん（上段左から大場良子さん、樋口ハマ子さん、
佐藤かよ子さん、大場美佐子さん、下段の堀野拓美さん）

（※）「関東圏もがみ友の会」は関東在住の最上町出身者等で組織され、ふるさとである最上町の応援や魅力ＰＲに
取り組む団体です。友の会では随時会員を募集しておりますので、東京近郊にお住いのご子息やご親戚、ご友人に
ご紹介いただければ幸いです。なお、年会費は１，０００円となっています。

【子ども食堂支援に関すること】　　　　総務企画課まちづくり推進室　４３－２２６１

【関東圏もがみ友の会に関すること】　　商工観光課観光振興室　　　　４３－２２６２

３地区で 地域食堂を開催
　７月末から８月にか
けて、大堀・向町・富
沢の各地域で地域食堂
が開催されました。

●ままけぇ大堀食堂

●わくわくキッズルーム

●モグモグ食堂

　大堀地区では 7月 31日に大堀地区コミュニティ推進会議主催の「ままけぇ大堀食堂」が開催されました。子ども大人合
わせて７８名が参加し、「食育」をテーマに畑での収穫体験、アスパラ農家の見学などが行われ、昼食は地域の野菜をふん
だんに使ったカレーがふるまわれました。

　向町地区ではＮＰＯ法人アルカディアもがみが主催した「わくわくキッズルーム」が６日間の日程で開催され、延べ１
５０名の子ども達が参加しました。そのうち３日間はこども食堂が開催され、ボランティアの方々による昼食提供があり
ました。（※）本活動には、関東圏もがみ友の会の義援金が活用されています。

　富沢地区では 8 月 4 日に富沢地域間連携推進協議会主催の「モグモグ食堂」が開催されました。子ども大人合わせて３
０名が参加し、当日は「松葉会」の皆さんによる料理教室やスカットボールの体験活動も行われました。

　今回開催された地域食堂は、子どもたちに野菜の収穫や調理等の体験を通して、食への関心を深めてもらう
とともに、最上町の豊かな食文化を学ぶことを目的に開催されました。地域の方々や NPO 法人の皆さんのア
イディアが沢山詰まった本事業は、地区ごとに特色ある内容となっており、子どもと大人の多世代交流や地域
の絆づくりという点でも貴重な機会となりました。

ひろみ
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鳴子温泉

中山平
温泉

堺田

赤倉温泉

最上大堀鵜杉

瀬見温泉

東長沢

長沢

南新庄

新庄

２０２５年９月より工事着手する箇所　　７箇所

工事の進捗により順次着手する箇所　　１２箇所

陸羽東線　鳴子温泉～新庄間復旧工事始まる

運行再開に向けて復旧工事着手

立小路

　令和７年 7月 25日付で JR東日本東北本部より、陸羽東線（鳴子温泉～新庄間）の復旧工事に関
するプレスリリースがありました。その内容について、以下の通りお知らせいたします。

復旧工事に関する主なポイントは以下の２点です。

●復旧工事の本格着手

●その他の箇所について

　9 月より陸羽東線の復旧工事に本格的に着手しています。工事の対象箇所は、豪雨による河川の増水や土砂流失の

影響で、第三者への影響が大きくなる可能性が高いとされる 7 箇所です。これらの箇所については、既に応急措置が

完了していることが報告されています。

　対象区間内の他の１２箇所については、1 点目の７箇所の復旧工事を優先的に進め、その進捗状況を見ながら順次

復旧工事に着手する予定となっています。

　今後、新たな情報や進捗がありました際には、改めて皆さまにお知らせいたします。陸羽東線の復旧工事に関する

町民の皆さまのご理解とご協力をお願い申し上げます。

調査員には守秘義務があるため外部に漏らしません。

調査結果はこんなことに役立てられます！

統計調査員が各世帯を訪問して直接調査票をお渡しします。

調査事項

調査の活用事例

調査のすすめ方

【世帯員に関する事項】

●氏名

●男女の別

●出生と年月

●世帯主との続柄

●配偶者の関係

●国籍

●現在の住居における居住期間

●５年前の住居の所在地

●就業状態

●所属の事業所の名称と事業の種類

●仕事の種類

●従業上の地位

●従業地または通学地

【世帯に関する事項】

●世帯の種類

●世帯員の数

●住居の種類

●住宅の建て方

●子育て支援のための施策

●高齢者福祉対策

●交通計画

●防災計画の策定

●災害復興計画の策定

●被害予測

●被害予測システム開発

●人口、世帯数の推計

●世帯を対象とするほかの統計調査

　の基本設計

●人口学、地理学、経済学、社会学

　等の学術研究

●電力需要等の各種需要把握

●商品開発やサービスの需要予測

町統計調査員が訪問し、
調査票をお渡しします。

お問合せ先　総務企画課まちづくり推進室　☎４３－２２６１

再度訪問した調査員に
調査票を手渡します。

郵送封筒に入れてポスト
に投函して提出します。

スマホ・タブレット等で
回答を送信します。

調査票に鉛筆かシャープ
ペンシルで記入します

終
了

終
了

終
了

記事に関するお問合せ　総務企画課まちづくり推進室　☎４３－２２６１

　国勢調査の「人口」
「世帯数」等の結果は、
地方交付税を算定する
際の基礎データとして
活用されます。町の歳
入にもかかわる重要な
調査となっています。

鳴子温泉駅～新庄駅間の陸羽東線運休状況を説明

　８月３０日（土）午前１０時より、道の駅もがみの交流スペー
スで、昨年７月の豪雨災害による被害で運休している陸羽東線（鳴
子温泉駅～新庄駅）の状況について町による説明が行われました。
　当日は、衆議院議員の加藤鮎子氏と山形県議会議員の伊藤重成
氏が最上町を訪問し、髙橋町長、伊藤副町長、町議会議長の伊藤
一雄氏らが同席しました。会場では町の担当者から陸羽東線（鳴
子温泉駅～新庄駅）が運休してから現在に至るまでの経緯や取り
組み、そして被害状況について説明が行われ、その後、参加者に
よる意見交換が行われました。
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まちトピ town topic

ス マホ教室開催中！

　9 月よりスマホの使い方を一から学べる、スマホ教室を開
催しています。９月３日に開催された第１回目のスマホ教室
では、参加者の方々が熱心にメモを取ったり、質問したりと
積極的に取り組んでいました。操作に苦戦しながらも、新し
い機能を覚えるたびに笑顔を見せていたのが印象的で、スマ
ホの便利さを共有できた貴重な時間となりました。次回以降
もまだ空きがあります。初心者の方も大歓迎ですので、お気
軽にご参加ください。詳しくは、８月に全戸配布したチラシ
をご覧ください。

最上町消防団総合訓練が
開催されました

　８月２４日、消防団員の資質向上と有事即応の体制確立を
目的として総合訓練が行われました。
　訓練では屋内での小型動力ポンプの使用方法についての講
習会を受講後、最上小国川流水型ダムに移動し、土のう設置
訓練、中継放水訓練、女性部による炊き出し訓練を実施しま
した。
　今後も「町民の生命と財産を守る」消防団の責務を果たす
ため、消防団組織力の向上を図っていきます。

愛宕山公園の災害復興にご寄附いただきました

　令和６年７月豪雨により、向町地区の愛宕山公園が被災し、長期
間にわたって入園規制が行われていました。しかし、今年７月、向
町町内会をはじめとする関係者の方々より、公園の早期復旧を求め
る要望書が提出され、その後、町としても復旧に向けた検討を進め
てまいりました。
　その結果、町内の建設業者６社から、復旧にかかる費用全額の１
２０万円をご寄附いただきました。これにより、復旧工事が順調に
進み、８月２７日より愛宕山公園の入園規制が解除されました。復
旧に対しご寄附、ご協力いただきました町内建設業者有志の皆様に
は、心より感謝申し上げます。

【寄附事業者】※写真左側より

株式会社最上振興　株式会社小川建設

山田建設株式会社　株式会社北山建設

株式会社大場組　　株式会社大沼建設

以上６社より各２０万円のご寄附を頂きました。

ふるさと納税の「思いやり型返礼品」でお米や牛肉をお届け

　令和 7 年 1 月から 6 月にいただいた寄附によるお礼品を、
町内福祉施設および東京都板橋区の福祉団体へお届けいたし
ました。今回お届けした先は、小規模多機能型居宅介護施設

「ふれあいの里さくら」と、板橋区内の 3 つの子ども食堂です。
　「ふれあいの里さくら」では、髙橋町長から利用者の方々
に雪若丸（合計 40 ㎏）が手渡され、その温かい贈り物に利
用者の皆様は大変喜ばれました。「今後もこのような取り組
みを継続してほしい」との声もあり、地域のつながりを深め
る一助となったことが伺えます。今後も「思いやり型返礼品」
を通じて、地域福祉の充実を目指してまいります。

企業版ふるさと納税のご寄附をいただきました

　企業版ふるさと納税は、地域振興を支援するための重要な仕組
みであり、最上町の発展に向けた大きな力となっています。令和
7 年 7 月、3 つの事業者様より企業版ふるさと納税制度を活用し
たご寄附をいただきました。この度の寄附は、「最上町まち・ひと・
しごと創生事業」の一環として、事業者様のご意向に沿った形で
活用させていただきます。
　事業者様の温かいご支援に心より感謝申し上げるとともに、最
上町の発展に向けて、さらに力を入れて取り組んでまいります。

【寄附事業者】※寄附日順に紹介しています

株式会社チキンサービス

シエンプレ株式会社

株式会社ノート

１００歳おめでとうございます！

髙橋　ミツ子　さん

１００歳を迎え、町より長寿のお祝い金が贈呈されました。この度は誠におめでとうございます！

　長寿の秘訣は「何でも食べること」で、特に

自然豊かな横川の山で採れる「わらび」「ぜん

まい」「ひろこ」が大好物だそうです。また、

髙橋さんは歌うことが大好きで、自作の歌を披

露されることもあります。デイサービスでは、

大好きな歌を歌ったりおしゃべりをしたり、他

の利用者との交流を楽しまれているそうです。

　さらに、ご家族に対して「いつも身の回りの

お世話をしてくれて本当にありがとう」と何度

も感謝の言葉を述べられる姿がとても印象的で

した。これからもお元気でお過ごしください。

創立40周年記念「第30回シルバーフェスティバル」の開催

○開催日時　令和７年１０月２５日（土）午前１０時～午後１時まで　　○開催場所　「ゆめりあ」花と緑の交流広場
○内容　　　・アトラクション（ステージ）・事業紹介コーナー・紅白餅配布・チャリティバザー
　　　　　　・とん汁振舞い（１１時～）・抽選会など
○お問い合わせ先　新庄・最上地域シルバー人材センター（TEL ２２－３０６５）まで

〇お問い合わせ先  総務企画課まちづくり推進室　４３－２２６１

広報もがみ　令和７年９月号　９月２５日発行　№８９４　【８】【９】　広報もがみ　令和７年９月号　９月２５日発行　№８９４
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　浄化槽管理者の皆様には、平素より法定検査の受検に御理解と御協力を賜り、誠にあ

りがとうございます。

　さて、当協会は、平成 2 年度より山形県から指定を受け、浄化槽の法定検査を実施し

て参りましたが、今後は浄化槽の設置基数が年々減少することから、経営努力だけでは

安定した経営が困難な状況となっております。

　このため、山形県から手数料改定の承認を受け、令和 8 年 4月1日から下記のとおり

新たな手数料で検査を実施させていただくことになりました。

　当協会としましては、皆様方の信頼を得るべく、引き続き経営の効率化、経費の節減

等に努めて参りますので、このたびの検査手数料の改定につきましては、何卒御理解を

賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

URL  https://www.yamagata-suisituhozen.or.jp/ 山形県水質保全協会

公益社団法人山形県水質保全協会 〒999-3775 東根市大字野田695-8 
TEL0237-48-2469  FAX0237-48-2693

浄化槽法定検査 山形県知事指定検査機関

浄化槽法定検査時の
検査手数料が変わります!!

令和８年4月1日改定

浄化槽法定検査に係る手数料の改定について浄化槽法定検査に係る手数料の改定について

法定検査手数料（20人槽以下の浄化槽）法定検査手数料（20人槽以下の浄化槽）

浄化槽法第11条に基づく検査
(維持管理の状況を確認するため毎年１回行う検査）

法定検査手数料は、消費税は非課税となります。従ってインボイス対象外です。
また、21人槽以上の手数料変更はございません。

5,000円 6,000円

現　行 令和８年４月１日～

浄化槽法定検査時の

検査手数料が変わります !!

令和８年４月１日改定

浄化槽法定検査に係る手数料の改定について

法定検査手数料（20 人槽以下の浄化槽）

　浄化槽管理者の皆様には、平素より法定検査の受検に御理解と御協力を賜り、誠にあ
りがとうございます。
　さて、当協会は、平成 2 年度より山形県から指定を受け、浄化槽の法定検査を実施し
て参りましたが、今後は浄化槽の設置基数が年々減少することから、経営努力だけでは
安定した経営が困難な状況となっております。
　このため、山形県から手数料改定の承認を受け、令和 8 年 4 月 1 日から下記のとお
り新たな手数料で検査を実施させていただくことになりました。
　当協会としましては、皆様方の信頼を得るべく、引き続き経営の効率化、経費の節減
等に努めて参りますので、このたびの検査手数料の改定につきましては、何卒御理解を
賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

浄化槽法第１１条に基づく検査
（維持管理の状況を確認するため毎年１回行う検査）

現行 令和８年４月１日～

５，０００円 ６，０００円

　法定検査手数料は、消費税は非課税となります。従ってインボイス対象外です。

　また、２１人槽以上の手数料変更はございません。

最
上
町
輪
投
げ
大
会
、

18
チ
ー
ム
が
繰
り
広
げ
た

熱
き
戦
い

第
11
回
最
上
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
「
輪

投
げ
大
会
」
が
８
月
８
日
に
中
央
公
民
館

大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
記
録
係
の
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
９
時
か
ら
の
開
会
行
事
で
は
、
伊
藤
副

町
長
、
伊
藤
議
長
を
来
賓
に
迎
え
、
試
投

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
１
チ
ー
ム

５
人
で
構
成
さ
れ
、
１
人
２
ゲ
ー
ム
を
行

う
最
上
町
ル
ー
ル
に
よ
り
競
技
を
行
い
ま

し
た
。

　
競
技
は
、
最
上
中
の
総
合
的
な
学
習
の

一
環
で
あ
る
「
身
近
な
人
の
仕
事
調
べ
学

習
」
で
訪
れ
て
い
た
中
学
１
年
生
５
名
が

中
学
生
チ
ー
ム
と
し
て
加
わ
り
、
全
18
チ
ー

ム
が
予
選
会
に
出
場
、
そ
の
内
上
位
12
チ
ー

ム
が
決
勝
戦
に
進
み
ま
し
た
。
今
年
の
夏

は
最
上
町
だ
け
で
な
く
全
国
的
に
酷
暑
の

夏
で
し
た
が
、
そ
の
暑
さ
に
も
負
け
ず
熱

い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
学
生
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
く

れ
た
た
め
、
多
世
代
交
流
の
場
と
な
り
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
競
技
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
決
勝
戦
で
は
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
向
町
ア
ジ
サ
イ
ク
ラ
ブ
Ａ
チ
ー

ム
が
勝
利
し
、
２
連
覇
を
達
成
し
ま
し

た
。
準
優
勝
は
法
田
下
幸
寿
会
Ａ
チ
ー

ム
、
第
３
位
は
横
川
福
寿
会
チ
ー
ム
と

な
り
ま
し
た
。

　
上
位
２
チ
ー
ム
は
、
10
月
10
日
に
天

童
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場

す
る
予
定
で
す
。
ご
健
闘
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

向町地区集落支援員
今井　正明

集落支援員

だより

年金生活者支援給付金制度
　年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入やその他の所得額が一定基準以下の、年金受給者の
生活を支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。受け取りには請求書の提出が必要
です。ご案内や事務手続きは、日本年金機構 (年金事務所 )が実施します。

■対象となる方
〇老齢基礎年金を受給している方は、以下の要件を全て満たす必要があります。
　　６５歳以上で老齢基礎年金を受けている
　　世帯員全員が町民税非課税となっている
　　年金収入額とその他の所得額の合計が９０９，０００円以下である

〇障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している方は、以下の要件を全て満たす必要があります。
　　前年の所得額が『４，７９４，０００円』以下である (※扶養親族等の数に応じて増額 )

『給付金専用ダイヤル』：０５７０－０５－４０９２(ナビダイヤル )

⇒年金生活者支援給付金のご請求でお困りになったときには、お電話ください。

■請求手続き
①新たに年金生活者支援給付金をお受け取りいただける方
　　お受け取りの対象となる方には、日本年金機構より請求可能な旨のお知らせを送付しています。同封の
　ハガキ (年金生活者支援給付金請求書）に記入して提出してください。
②年金を受給しはじめる方
　　年金の請求手続きと併せて年金事務所または役場で請求手続きをしてください。

山形県水質保全協会よりお知らせ



最上町健康センター　　　（健康福祉課／☎４３－３１１７） Wellnessmessageウエルネスメッセージ　Vol.１０５

〇介護や認知症に関する相談、事業の詳細に関するお問合せ先　地域包括支援センター　４３－３１１７（内線６０２）

後期高齢者の医療費が２割負担の方への配慮措置が終了します

　令和７年９月診療分をもちまして、医療費が２割負担の方の１か月の外来医療の窓口負担を、１割負
担の額から３千円以内の増加額に抑える配慮措置（入院の医療費は対象外）が終了となります。
　令和７年１０月診療分以降につきましては、本措置の終了に伴い、医療機関での窓口負担がこれまで
よりも増えたり、高額療養費等の給付額が少なくなる可能性があります。

～お問い合わせ～

＜介護者の健康づくりをサポートする事業＞
○家族介護教室：１１月９日（日）午前１０時～１１時３０分、会場：紅梅荘

　内容：紅梅荘職員が、ちょっとしたコツで今より楽な介護方法をお伝えします。

○介護者のつどい： 

　内容：心身のリフレッシュや介護者同士の交流を目的とした茶話会等を行います。（対象者には直接ご案内をいたします。）

○足腰若がえりクラブ：令和８年２月～３月の週２回、時間：午後２時～３時、会場：健康クラブ

　内容：６５歳以上の方を対象に軽体操を行い、足腰の機能低下の予防を目指します。

○いきいき百歳体操教室：毎週火曜日または金曜日の午前中、会場：NPO アルカディアみんなの家

　内容：週１回すると足腰の機能低下予防に効果がある百歳体操を行います。体操後の参加者同士のおしゃべりも楽しい時間

　　　　となっています。

＜認知症に関する事業＞
○認知症カフェ「カフェやまびこ」：１０月２０日（月）、１１月２０日（木）午後１時３０分～３時３０分

　内容：認知症の人や家族をはじめ地域住民の誰もが気軽に参加でき、認知症の理解を深め集える場です。会場については近

　　　　くなりましたら下記にお問合せください。

○もの忘れ相談　日時：毎月第２火曜日、午前９時～１１時、場所：健康センター

　※上記の他にも、相談は随時受付けております。

マイナンバーの保険証利用

令和６年１２月２日以降、新たに
健康保険証は発行されなくなりました

医療機関等を受診の際は

マイナンバーカードをご利用ください！

とっても

カンタン！

こんな時に便利！ マイナ保険証のメリット

過去のお薬・診療データに基づく、より良い医療が受けられる

突然の手術・入院でも高額支払いが不要になる

救急現場で、救急搬送中の適切な応急処置や病院の選定、

搬送先の病院で活用される

・厚生労働省後期高齢者医療の制度改正に係るコールセンター　　☎０１２０－１１７－５７１

　※受付期間：令和７年７月１日～令和８年３月３１日までの開設となっております。
　　受付時間：平日９時００分～１８時００分まで（日曜日、祝日、年末年始は除く）

・山形県後期高齢者医療広域連合　事業課　　☎０２３７－８４－７１００
・最上町健康福祉課　医療介護保険室　　　　☎０２３３－４３－３１１７（内線６０９)

介護のこと　一人で抱えていませんか？

　「地域包括支援センター」は、高齢者のみなさんが住み慣れた地域でいつまでも健やかに安心して生
活できるように、高齢者ご本人やご家族を支援する身近な相談窓口です。またセンターでは、家庭で介
護されている方の心身や生活を大切にするための事業にも取り組んでいますので紹介いたします。

その他、認知症高齢者おかえり安心登録事業、認知症初期集中支援チームによる訪問・相談対応、在宅福祉サービス等を行っ
ています。詳細については下記にお問合せください。 ※マイナ保険証をお持ちでない方には、資格確認書が交付されています。

　医療機関等を受診の際は資格確認書をご利用ください。

〇お問い合わせ先  医療介護保険室 ( 内線６０９)

カードリーダーで

マイナンバーカードを

保険証として登録できます

【１３】　広報もがみ　令和７年９月号　９月２５日発行　№８９４ 広報もがみ　令和７年９月号　９月２５日発行　№８９４　【１２】
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最上町ホームページ
https://town.mogami.lg.jp/ i n f o rma t i o n

申込書の送付先 ： 総務企画課まちづくり推進室

有料広告のお問い合わせ ： ０２３３－４３－２２６１

広報もがみに広告を掲載してみませんか？
１１月号掲載をお考えであれば１０月１７日までご相談ください！/

９月号

くらしの情報

８月　最上町の人口　戸籍の窓口

全 人 口　　７，２２２人　（うち、外国人１２２人）
　　　男　　３，５３８人　（うち、外国人　１２人）
　　　女　　３，６８４人　（うち、外国人１１０人）

世帯総数　　２，７２２世帯

生まれた人　　　　　３人
亡くなった人　　　　５人
転入　　　　　　　　８人　（うち、外国人　３人）
転出　　　　　　　１５人　（うち、外国人　２人）
前月比　　　　　　　９人減

選挙人名簿登録者数（令和７年９月１日現在）
　男　　３，１２５人
　女　　３，２１０人　　合計　６，３３５名

※令和７年８月３１日までの届出分まで

お
知
ら
せ
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政
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困
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と
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望
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政
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密
厳
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ま
す
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お
気
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だ
さ
い
。

▼
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談
所
開
設

12
月
５
日
（
金
）
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時
～
15
時

　
最
上
町
中
央
公
民
館

▼
行
政
相
談
委
員
　
浅
井
　
真

〇
お
問
い
合
わ
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総
務
省
山
形
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３-

６
３
２-

３
１
１
３

９
月
、
10
月
は

「
行
政
相
談
月
間
」
で
す

▼
日
時

◇
令
和
７
年
10
月
14
日

（
火
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

令
和
７
年
度
狩
猟
者
登
録

読み込むとHPへ
アクセスできます

詳細はHPへ

▼「
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
」

と
は

結
婚
を
希
望
す
る
独
身
男

女
の
出
会
い
の
機
会
を
拡
大
す
る
た

め
、
県
に
登
録
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
仲
人
活
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を
行
な
っ
て
お
り
、
現

在
県
内
の
約
55
の
個
人
・
団
体
が
登

録
し
て
い
ま
す
。

▼
活
動
内
容

◇
相
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者
か
ら
の

相
談
対
応
◇
相
談
者
に
ふ
さ
わ
し
い

お
相
手
探
し
（
定
期
的
な
情
報
交
換

会
へ
の
参
加
）◇
お
見
合
い
の
設
定

▼
活
動
経
費

活
動
に
対
す
る
報

酬
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
活
動
経
費
の

一
部
（
お
見
合
い
１
件
に
つ
き
５
０

０
円
）
を
支
援
金
と
し
て
交
付
し
ま

す
。

▼
登
録
要
件

所
定
の
研
修
を
受

講
す
る
こ
と
。

山
形
県
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
仲
人
「
や
ま
が
た
縁
結

び
た
い
」
募
集

『
や
ま
が
た
縁
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た
い
』

に
よ
る
結
婚
相
談
会

▼
開
催
日
時

◇
令
和
７
年
10
月

11
日
（
土
）◇
午
後
１
時
～
４
時
45

分
（
１
組
45
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程
度
）

▼
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所

や
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ー
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セ
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最
上
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所
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新
庄

市
）

▼
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結
婚
を
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望
す
る
方
ま

た
は
そ
の
ご
家
族
（
予
約
制
）

▼
内
容

婚
活
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仕
方
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見
合

い
相
手
の
紹
介
な
ど
に
つ
い
て
の
個

別
相
談

▼
費
用

　無
料

▼
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込

令
和
７
年
10
月
８
日

（
水
）
ま
で
、
や
ま
が
た
ハ
ッ
ピ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　☎
０
２
３-

６
８
７-

１
９
７
２

▼
そ
の
他

詳
細
に
つ
い
て
は
、

「
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
や
ま
が
た
ハ
ッ
ピ
ー

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
務
所

☎
０
２
３-

６
１
５-

８
７
５
５

読み込むとHPへ
アクセスできます

詳細はHPへ

山
形
県
看
護
協
会

「
ま
ち
の
保
健
室
」

▼
開
催
日
時

◇
令
和
７
年
10
月

５
日
（
日
）◇
午
前
９
時
～
12
時

▼
場
所

堀
内
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
（
舟
形
町
富
田
１
２
６
５
）

▼
内
容

◇
健
康
チ
ェ
ッ
ク
（
血

圧
測
定
・
血
管
年
齢
測
定
・
体
組
成

測
定
）
◇
健
康
相
談
（
健
康
チ
ェ
ッ

ク
の
結
果
説
明
、
病
気
の
予
防
や
健

康
づ
く
り
に
関
す
る
こ
と
）
な
ど

※「
ま
ち
の
保
健
室
」
は
山
形
県
看

護
協
会
最
北
支
部
に
よ
る
事
業
で

す
。

〇
お
問
い
合
わ
せ

　
最
北
支
部
ま
ち
の
保
健
室
事
務
局

　
舟
形
町
役
場
健
康
福
祉
課

　
東
海
林

☎
０
２
３
３-
３
２-

０
６
９
０

み
ら
い
の
ワ
タ
シ
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
セ
ミ
ナ
ー

　
い
ま
、
独
身
者
を
め
ぐ
る
環
境
や

考
え
方
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
ゆ
っ
た
り
と
お
菓
子
な
ど
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
観
や
自
分
ら
し
い
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ

ン
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

読み込むとチラシ
を確認できます

詳細はこちら

セミナー
申込フォーム

申込はこちら

▼
開
催
日
時

◇
令
和
７
年
10
月

18
日
（
土
）◇
13
時
30
分
～
15
時

▼
場
所

新
庄
市
エ
コ
ロ
ジ
ー

ガ
ー
デ
ン
多
目
的
ホ
ー
ル
（
文
化
交

流
施
設
１
階
）

に
じ
い
ろ
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

（
性
の
多
様
性
に
関
す
る

電
話
相
談
）

　
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
当
事
者
や

そ
の
家
族
な
ど
周
囲
の
方
が
抱
え
る

悩
み
や
困
り
ご
と
に
つ
い
て
相
談
で

き
る
電
話
相
談
窓
口
で
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
匿
名

で
の
ご
相
談
も
可
能
で
す
。
安
心
し

て
お
電
話
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

◇
①
公
認
心
理
師
ま
た
は
臨
床
心
理

士
へ
の
こ
こ
ろ
の
相
談
　
毎
月
第
３

水
曜
日
　
13
時
30
分
～
16
時
30
分

◇
②
弁
護
士
へ
の
法
律
相
談
　
毎
月

第
４
水
曜
日
　
13
時
30
分
～
16
時
30

分〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
形
県
し
あ
わ
せ
子
育
て
応
援
部

　
多
様
性
・
女
性
若
者
活
躍
課

☎
０
２
３-

６
３
０-

２
２
６
２

読み込むとHPへ
アクセスできます

詳細はHPへ

令
和
７
年
度
緊
急
消
防
援
助
隊

北
海
道
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
訓
練

が
最
上
地
域
で
開
催
さ
れ
ま
す

▼
緊
急
消
防
援
助
隊
と
は

　
平
成
７
年
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災

の
教
訓
を
踏
ま
え
、
大
規
模
災
害
に
お
い
て

被
災
し
た
都
道
府
県
の
消
防
力
で
は
対
応
が

困
難
な
場
合
に
国
家
的
視
点
か
ら
人
命
救
助

活
動
等
を
効
果
的
か
つ
迅
速
に
実
施
し
得
る

よ
う
、
全
国
の
消
防
機
関
相
互
に
よ
る
援
助

体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
平
成
７
年
６
月
に

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
７
年
４
月
１
日
現

在
、
６
，
７
３
１
隊(

重
複
隊
除
く)

　
が
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
訓

練　
緊
急
消
防
援
助
隊
の
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
合
同

訓
練
は
、
消
防
組
織
法
第
45
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
山
形
県
は
、

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク(

北
海
道
・
青
森
県
・

岩
手
県
・
秋
田
県
・
宮
城
県
・
山
形
県
・
福
島
県
・

新
潟
県

)

に
属
し
て
お
り
、
本
県
で
の
開
催

は
山
形
市
、
鶴
岡
市
、
米
沢
市
に
続
き
今
回

で
４
回
目
と
な
り
ま
す
。

▼
訓
練
日
・
会
場

◇
令
和
７
年
10
月
10
日
（
金
）
午
後

新
庄
市
飛
田
（
有
）
ア
グ
リ
農
材
土
取
場

、

新
庄
市
旧
県
立
新
庄
病
院
、
新
庄
市
横
根
山

親
方
堤
、
金
山
町
旧
中
田
小
学
校
、
鮭
川
村

泉
川
（
株
）
新
庄
鈴
木
柴
田
組
土
取
場
、
舟

形
町
若
あ
ゆ
温
泉
コ
テ
ー
ジ
、
最
上
町
赤
倉

温
泉
ス
キ
ー
場
、
真
室
川
町
民
体
育
館
、
戸

沢
村
中
央
公
民
館

◇
令
和
７
年
10
月
11
日
（
土
）
午
前

新
庄
市
飛
田
（
有
）
ア
グ
リ
農
材
土
取
場
、

鮭
川
村
泉
川
（
株
）
新
庄
鈴
木
柴
田
組
土
取

場

、
大
蔵
村
営
球
場

〇
最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

　
消
防
本
部

警
防
課

☎
０
２
３
３-

２
２-

７
５
２
１

▼
場
所

最
上
総
合
支
庁
２
０
２
・

２
０
３
会
議
室

▼
提
出
書
類

◇
狩
猟
者
登
録
申

請
書
（
当
日
会
場
で
配
布
し
、
そ
の

場
で
記
入
）◇
写
真
１
枚
（
3.0
㎝

×

2.4
㎝
の
も
の
）
◇
狩
猟
事
故
共
済
保
険

契
約
者
証
又
は
ハ
ン
タ
ー
保
険
加
入

証
◇
銃
砲
所
持
許
可
証
（
第
一
種
又

は
第
二
種
銃
猟
を
登
録
す
る
者
の

み
）◇
狩
猟
免
状
◇
狩
猟
税
の
軽
減

に
関
す
る
書
類
（
①
県
民
税
の
所
得

割
を
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
旨

の
証
明
書
、②
対
象
鳥
獣
捕
獲
員
で

あ
る
こ
と
を
証
す
る
証
明
書
）

▼
登
録
手
数
料

　
県
証
紙
　
１
，
８
０
０
円

　
※
登
録
す
る
種
類
ご
と
に
か
か
り

　
ま
す
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　
最
上
総
合
支
庁
環
境
課

☎
０
２
３
３-

２
９-

１
２
８
５

▼
対
象

高
校
生
以
上
概
ね
30
代

ま
で
の
独
身
者
（
15
名
程
度
）

▼
申
込
方
法

申
込
フ
ォ
ー
ム
、

電
話
、
メ
ー
ル
等
（
※
詳
し
く
は
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　
最
上
総
合
支
庁

　
こ
ど
も
家
庭
支
援
課

☎
０
２
３
３-

２
９-

１
２
４
５


